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　体育祭実行委員長の鈴木です。 
　先日、行われた学院祭には多く
のお客様が来校し、大盛況でし
た。その2日間は普段の学院には
ない華やかさと良い香りがありま
した。一方で、体育祭には体育祭
の良さがあると思います。「学院
生の学院生による学院生のための
祭り」といった楽しみがありま
す。学院らしさが色濃く現れる男
臭い行事と言えるでしょう 。一人一人の学院魂を爆発させ
ましょう。 最後に体育祭開催にあたって協力して下さった
武沢学院長、九里先生をはじめとする先生方ありがとうご
ざいました。そして、一緒に準備を進めてきてくれた委員
会のみんな、私が大好きな学院で委員長として全うするこ
とが出来たのはみんなの支えがあったからだと思います。
本当にありがとうございました。
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2024年体育祭委員会幹部

早稲田大学高等学院学院長　武沢　護

2024体育祭教員委員長　九里　孝
　第33回2024年パリオリン
ピック・パラリンピックも盛大
に開催され幕を閉じましたが､学
院生の体育祭は今日・明日が本
番です｡熱中症対策のため昨年よ
り１ヶ月遅らせての開催となり
ましたが､リスペクトを忘れず､
フェアーで､スピーディで､魅力
のある体育祭を期待しています｡
　今年の体育祭が大いに盛り上
がることを期待して体育祭委員
長の挨拶といたします。

学院生へ

・8:40までに北グラウンドへ集合してください｡ 出席確認
後､ 8:50から合同で準備体操を行います｡ 
・競技開始は9:00です｡
・グラウンドでの飲食（水は除く）は厳禁です｡ 
・グラウンドでの水分補給はこまめに行ってください｡ 
・貴重品管理は各自で責任をもって行ってください。
・選手､ 観客による審判への暴言等は禁止です｡ これらの
行為を行った者には退場処分が課されます｡
・スムーズな進行へのご協力をよろしくお願いします｡ 
・今年度は全体での休憩時間を設けません。各自で食事及
び休息の時間を確保して下さい

保護者の皆様へ

10月29日（火）
北グラウンド・センターグラウンド：立ち入り禁止
第一体育館：室内のベンチにて観戦が出来ます。
第二体育館：二階より観戦が出来ます。

10月30日（水）
センターグラウンドへの立ち入りは禁止です。
西グラウンドへの立ち入りは可能です。
観戦可能場所は、下記の図１をご参照下さい。 

2024体育祭委員長　3年G組　鈴木　文人

↓正門

We Are SExy DAndy
あぶない学院

　当初SNS班に配属されたはずでしたが､ 罷り間違ってパ
ンフレット作成に携わることになっていた2年の安部です｡
教室がGA○SBY臭で充満する男まみれの学校の体育祭に異
性との青春は存在しないことを認識するたびに､ 名状しが
たい哀しさを覚えます｡ 好きなあの子とハチマキを交換し
たり､ クラスのマドンナをお姫様抱っこしてゴールテープ
を切ったりすることができないもどかしさをこのパンフ
レット作成にぶつけました｡ Duoくらい何度も繰り返し読
んでくださると光栄です｡ パンフレット作成に協力してく
ださったコロニー印刷の足助さん､いつも的確なアドバイ
スを下さった九里先生､ 私をパンフレット担当に任命した
鈴木文人君､そして今このパンフレットを読んでくれてい
るあなた｡ 本当にありがとうございました｡

2－D  安部勇人

編 集 後 記

発行：2024年体育祭委員会
印刷：コロニー印刷

ご挨拶ご挨拶お願い

　従来は９月下旬の実施でしたが､今年は秋の真只中10月開
催です｡そしてプログラムは昨年に引き続き晴天時の二日
目は全学年が北グラウンドに集合し､さまざまな競技で勝敗
を争います｡ 楽しみです。
　スポーツ競技の醍醐味はなんと言ってもフェアプレイの精
神｡一つひとつのプレイにフェアネスを心掛け､ケガに気
をつけ全力をつくし､秋の空の下で楽しいひとときを過ごし
て下さい｡
　最後に準備を進めてくださった先生方､体育祭委員の皆
さんに心より感謝します。

秋の空の下で！



図１

　体育祭実行委員長の鈴木です。 
　先日、行われた学院祭には多く
のお客様が来校し、大盛況でし
た。その2日間は普段の学院には
ない華やかさと良い香りがありま
した。一方で、体育祭には体育祭
の良さがあると思います。「学院
生の学院生による学院生のための
祭り」といった楽しみがありま
す。学院らしさが色濃く現れる男
臭い行事と言えるでしょう 。一人一人の学院魂を爆発させ
ましょう。 最後に体育祭開催にあたって協力して下さった
武沢学院長、九里先生をはじめとする先生方ありがとうご
ざいました。そして、一緒に準備を進めてきてくれた委員
会のみんな、私が大好きな学院で委員長として全うするこ
とが出来たのはみんなの支えがあったからだと思います。
本当にありがとうございました。

体育祭

早稲田大学高等学院

10.29
Tue | 10.30

W
ed

2 2 4

Campus Map

各SNS

2024年体育祭委員会幹部

早稲田大学高等学院学院長　武沢　護

2024体育祭教員委員長　九里　孝
　第33回2024年パリオリン
ピック・パラリンピックも盛大
に開催され幕を閉じましたが､学
院生の体育祭は今日・明日が本
番です｡熱中症対策のため昨年よ
り１ヶ月遅らせての開催となり
ましたが､リスペクトを忘れず､
フェアーで､スピーディで､魅力
のある体育祭を期待しています｡
　今年の体育祭が大いに盛り上
がることを期待して体育祭委員
長の挨拶といたします。

学院生へ

・8:40までに北グラウンドへ集合してください｡ 出席確認
後､ 8:50から合同で準備体操を行います｡ 
・競技開始は9:00です｡
・グラウンドでの飲食（水は除く）は厳禁です｡ 
・グラウンドでの水分補給はこまめに行ってください｡ 
・貴重品管理は各自で責任をもって行ってください。
・選手､ 観客による審判への暴言等は禁止です｡ これらの
行為を行った者には退場処分が課されます｡
・スムーズな進行へのご協力をよろしくお願いします｡ 
・今年度は全体での休憩時間を設けません。各自で食事及
び休息の時間を確保して下さい

保護者の皆様へ

10月29日（火）
北グラウンド・センターグラウンド：立ち入り禁止
第一体育館：室内のベンチにて観戦が出来ます。
第二体育館：二階より観戦が出来ます。

10月30日（水）
センターグラウンドへの立ち入りは禁止です。
西グラウンドへの立ち入りは可能です。
観戦可能場所は、下記の図１をご参照下さい。 

2024体育祭委員長　3年G組　鈴木　文人

↓正門

We Are SExy DAndy
あぶない学院

　当初SNS班に配属されたはずでしたが､罷り間違ってパ
ンフレット作成に携わることになっていた2年の安部です｡
教室がGA○SBY臭で充満する男まみれの学校の体育祭に異
性との青春は存在しないことを認識するたびに､名状しが
たい哀しさを覚えます｡好きなあの子とハチマキを交換し
たり､クラスのマドンナをお姫様抱っこしてゴールテープ
を切ったりすることができないもどかしさをこのパンフ
レット作成にぶつけました｡Duoくらい何度も繰り返し読
んでくださると光栄です｡パンフレット作成に協力してく
ださったコロニー印刷の足助さん､いつも的確なアドバイ
スを下さった九里先生､私をパンフレット担当に任命した
鈴木文人君､そして今このパンフレットを読んでくれてい
るあなた｡本当にありがとうございました｡

2－D  安部勇人

編集後記

発行：2024年体育祭委員会
印刷：コロニー印刷

ご 挨 拶 ご 挨 拶 お 願 い

　従来は９月下旬の実施でしたが､今年は秋の真只中10月開
催です｡そしてプログラムは昨年に引き続き晴天時の二日
目は全学年が北グラウンドに集合し､さまざまな競技で勝敗
を争います｡ 楽しみです。
　スポーツ競技の醍醐味はなんと言ってもフェアプレイの精
神｡ 一つひとつのプレイにフェアネスを心掛け､ケガに気
をつけ全力をつくし､秋の空の下で楽しいひとときを過ごし
て下さい｡
　最後に準備を進めてくださった先生方､ 体育祭委員の皆
さんに心より感謝します。

秋の空の下で！



１日目晴れ 9:00-11:20 11:30-13:50 14:00-16:20 

１年 フットサル
（北グラウンド）

２年 
ドッジ

（硬式・軟式テニスコート）
バスケ

（第二体育館）

ドッジ
（硬式・軟式テニスコート）

バスケ
（第二体育館）

フットサル
（北グラウンド） 

フットサル
（北グラウンド） ３年 

晴れの場合
Day１　10.29（Tue）

9:00-11:10 11:15-11:55 12:00-12:50 12:55-13:10 

クラスリレー 障害物競走 綱引き 

13:15-13:35 13:40-14:40 14:45-15:00 

玉入れ 騎馬戦 選抜リレー 

部活対抗リレー 

Day２　10.30（Wed） 北グラウンド

１日目雨 9:00-11:20 11:30-13:50 14:00-16:20 

１年 バレー
（第一体育館）

番長決定戦
（講堂） 

ドッジ
（第二体育館）

２年 ドッジ
（第二体育館）

番長決定戦
（講堂） 

バレー
（第一体育館）

３年 バレー
（第一体育館）

番長決定戦
（講堂） 

ドッジ
（第二体育館）

１年 番長決定戦
（講堂） 

綱引き
障害物競走

（第二体育館） 

玉入れ
リレー

（第一体育館） 

２年 番長決定戦
（講堂） 

玉入れ
リレー

（第一体育館） 

綱引き
障害物競走

（第二体育館） 

３年 
玉入れ
リレー

（第一体育館） 
番長決定戦
（講堂） 

綱引き
障害物競走

（第二体育館） 

雨の場合

得点一覧はこちら

＜特別ルール＞

Day１　10.29（Tue）

２日目雨+雨 9:00-11:20 11:30-13:50 14:00-16:20 

Day２　10.30（Wed）

2024年度　タイムテーブル

競技ルール ・審判に対するプレイヤー、観客による暴言等の行為は固く禁ずる。そういった行為が見られた場合、退場処分などが課される。 
・本体育祭には教員の参加を2日間で最大５種目まで認め、教員が参加した場合１種目につき10ポイントの加点が入る。（最大50ポイント） 

※下線部は去年との変更点

各組主任は、２日間通じて最大5種目まで
出場可能である。
組主任が出場した場合、１種目につき
10pointsが加算される。（最大50points）

○フットサル
・登録人数：フィールド7人、キーパー１人（8人×2＋補欠２人＝18人登録）
・出場人数：8人
・サッカー部所属者は４人まで　前後半全員交代
・場所：北グラウンド
・試合時間は1試合５分ハーフと２分の休憩で計12分。ただし１位リーグの決勝と1位リーグの3

位決定戦は7分ハーフと２分の休憩で計16分。
・試合間のインターバルは5分。
・1グループ3チームで総当たりを行い、各グループの1位、2位、３位がそれぞれ他のグループの

同じ順位のクラスと試合を行う。
・3位決定戦は1位リーグのみ行う
・コートは北グラウンドを4分割したものを１コートとしゴールはハンドボールゴールを使用する。
・アップ用のボールは各クラス1個ずつ。
・決勝トーナメントでは時間内に試合が決まらなかった場合、PK戦を行う。PKは出場者内で順番

を決定し行う。また3人目で決まらなかった場合3人目以降サドンデスで行う。
・サッカー部が同時に試合を出られるのは2人まで。

〈ルール〉
・ボールが出ても時間を止めないランニングタイム制とする。
・タッチラインからボールが出た際はキックインとする。
・コーナーキック有り
・審判が明らかに故意に時間を使っていると判断した場合はハーフラインからの間接フリーキック

を与えるようにする。
・スパイクの使用は禁止する。

○ハンドボール
・登録人数：フィールドプレイヤー6人＋キーパー１人（7人×２＝14人） 
・出場人数：7人
・場所：中央・西グラウンド 
・トーナメント方式。 
・1試合6分ハーフ。1分休憩。 
・前後半でキーパー含むプレイヤーを全交代すること。 
・アップ用のボールは各クラス 2個ずつ。 
・引き分けの場合、7mスローを行う。両チーム3人ずつ、同点の場合はサドンデス（先に行った 

3人以外から行う）。 

《ルール》(基本は授業のルールに従う) 
・すべてのゴールを1点とする。 
・軽度のファールの場合、相手チームにフリースローが与えられ、重度のファール行為を行った場

合、フリースローに加え1分間の退場が課される。また審判の判断により、相手チームに7ｍス
ローが与えられる場合がある。

・ディフェンスは正面に入って止めること。
・チャージングあり。笛が鳴ったら速やかにボールを地面に置く。
・バスケットボールのようなドリブル原則可能とするが、審判の判断により指摘が入る場合があ

る。またその指摘に対する抗議はできない。

◯バレーボール
・登録人数：11人(6人+ベンチ3人補欠2人)
・出場人数：6人
　バレー部所属者の制限:出場者の６人のうち２人。
・場所第二体育館
・ラリーポイント制の20点先取、デュース無し。
・1セットマッチ(決勝のみ2セットマッチ)
・14分(決勝は19分)を超えたら試合を終了させる。
・3クラス1リーグとし、各リーグにて総当たりを行い、グループの中で一位となったクラス同士

で最後に準決勝、決勝を行う。

〈ルール〉
・ローテーションあり。
・3回以内のトス、アタックで相手コートにボールが帰らなかった場合、相手のポイントになる。
・サーブは1度ボールを上げたら必ず打たなければならない。
・サーブはコートの外から打ち、打つ前にコートに入ってはならない。入った場合は相手のポイン

トになる。
・タッチネットなし。
・センターラインを足が完全に超えてはいけない

○バスケットボール
・登録人数：11人(5人×2+補欠1人)
・出場人数：5人
・バスケ部所属者は登録者11人のうち2人まで
・場所：第二体育館
・試合時間1試合5分ハーフ、ハーフタイム1分。決勝戦のみ7分ハーフ、ハーフタイム1分。
・3クラスで1グループとしたグループトーナメント方式で行い、各リーグの1位のみがトーナメン

ト方式で決勝トーナメントを行う。
・引き分けの場合は全試合、順番を決めフリースローを行う。3人目までで決まらなかった場合、3

人目以降はサドンデスで行う。
・アップ用のボールは各クラス2球ずつ。
・前後半でメンバーは全員交代する。ただしこの時バスケ経験者が2人以上同時に試合に出てはいけ

ない。さらに決勝戦のみは1人だけ前後半両方出場してよい。

〈ルール〉
・トラベリング、ダブルドリブル禁止。
・フロントコートからバックコートへのバックパス禁止。
・シュート体制でファールを受けた場合は、オフェンス側に１点追加し、さらにオフェンス側の

チームボールで再開。
・バスケットカウントシュートの際にディフェンスからファールをされ、かつそのシュートが決ま

ることはプラスポイント。ディフェンス側のチームボールで再開。
・ディフェンス側の故意のファールによるオフェンス側への妨害は4回まで。5回目からはファール

のたび1点ずつ相手側のチームに与えられる。ファールを受けたチームボールで再開。退場は原則
なし。

◯ドッジボール
・登録人数：20人(15人+ベンチ5人)
・出場人数：15人
・場所：硬テコート
・2試合先取で勝利とし、試合時間は1試合5分。
・トーナメント方式。
・試合間のインターバルは2分。

〈ルール〉
・全員当てるか、相手より多く生き残れば勝ち。引き分けの場合はサドンデスになる。
・元外野は3人。外野が増えた場合は、元外野は復帰する権利がある。(元外野はビブスを着る)
・顔面にボールが当たるのはセーフである。しかし、頭を下げて避けるのは禁止であり、その際に

当たった場合はアウトである。
・3回までパスを回すことが可能。４回以上パスを回した場合、相手ボールになる。
・ボールは地面に着くまでプレー続行である。2人以上の選手にボールが当たってそのボールが地面

に着いた場合、最初に当たった人のみがアウトになる。(逆に、選手に当たったボールを他の選手
がノーバウンドでキャッチした場合、ボールに当たった選手はアウトにならない。)

・内野の選手はラインを超えて外野でプレーすることはできない。(超えた場合はアウト)
・内野同士・外野同士でパスをした場合、反則となり相手の内野ボールとなる。
・ボールを投げる際にラインを踏んだ場合、相手の内野ボールとなる。

○騎馬戦
・人数：4人で一騎とし、各組５騎のチーム20人で行う。
・時間：3分
・予選はA-F,G-Lのクラスずつの乱戦を行い、とった帽子の数が多いクラスから総順位の上位5チー

ムが決勝戦に進出。
・4位以下のクラスも、とった帽子の数で順位を決める。
・勝負が決まらなかった場合北グラウンドセンターサークルにて大将戦を行う。

〈ルール〉
・殴る、蹴る、相手騎手を意図的に落とすなどの行為は全面的に禁止とする。発見され次第、失

格、大幅減点、またはその両方を課す場合がある。
・騎手は相手の帽子を取ることでのみ、勝敗を決することとする。
・同点の場合は予選、決勝いずれも大将戦にて決着をつける。
・騎馬が崩れ騎手が落ちてしまった場合、その騎馬は脱落するものとし帽子は保持しておくこと。
・普通騎は10pts、大将騎は50ptsとする。
・とった帽子の数は試合終了時に保持していた帽子の数で決定する。

○クラスリレー
・人数：クラスリレーは人数を43人に合わせて行う、選抜リレーは2人選出。
・各学年A-F,G-Lの6クラスずつ走る。
・リードエリアは前後10mとする。
・基本的に1人半周の100mを走る。
・アンカーは１周の200mを走る。

〈リレー共通ルール〉
・バトンを渡す際に落としてしまった場合、渡す側が拾い、続行しなければならない。
・前の選手を抜かす場合は、原則外側からとする。
・ラインの内側に完全に足が入ったのが確認された場合、該当チームは失格とする。
・リードエリアはバトンを受け取った際にラインに足がかかった時点で失格とする。
・その他、明らかな妨害行為などは大幅な原点、失格の対象とすることがある。

○選抜リレー
・人数：２人選出
・各学年2人×３学年で1チームとする。

・1、2人目は半周の100m、３、4人目は1周の200m、5人目は1.5周の300m、6人目は2周の
400mを走る。

・A-F,G-Lの6クラスずつで行う。

リレー雨ver.
・ほふく前進、ハイハイ歩き、片足飛びを行う
・体育館を往復し、クラス全員で往復し終わった速さで順位を決定する。
・1-40番はハイハイ歩きで反対側のコーンまで行き、片足飛びで帰ってくる。また41番以降は

ほふく前進で往復する。

○障害物競走
・参加人数：5人
・うまい棒食い、ネットくぐり、ぐるぐるバット、ピンポン運び、借り物競争を行う。
・A-F,G-Lの6クラスずつでレースを行う。
・リレー形式ではなく、6人で1グループとし、1学年当たり5回×2=10回競争を行う。

○綱引き
・人数：1学年10人の合計30人で１チームとする。
・2試合先取
・試合時間60秒
・60秒経ってもデッドラインを切らない場合、スタートラインからより自陣側に引けていた方

を勝利とする。

〈ルール〉
・スタートラインより前後2ｍの位置をデッドラインとする。
・スタートの合図より先に綱を引いた場合、１度目は警告、2度目はチームの点数から減点、そ

れ以降は失格とする。
・終了の合図がなり次第、速やかに綱から手を離すこと。

○玉入れ
・人数：18人
・各学年6人×3学年で1チームとする。
・試合時間120秒
・玉はひとつのカゴにつき50個用意される。
・A組から順に３クラスずつ行い、ポイントは全クラス終了次第、カゴに入った個数で総合順位

を決めてだす。
・試合終了の合図がなり次第、投げるのをやめること。

○部活動対抗リレー
・人数：５人
・各部活を象徴する道具をバトンとして持って走る。（一部バトンの規制あり）
・運動部、文化部に分けて行う。

○番長決定戦
・各クラス1名代表者を選出
・腕立て、押し相撲の2競技それぞれの番長を決定する。
①腕立て
・各クラス1人選出
・12クラスの代表者がステージ上にて一斉に腕立て伏せを行い、
・脇は閉じ顎を床につけることで１回とカウントする。
②押し相撲
・５人制の団体戦形式で試合を行う。（3本先取）
・どちらかのプレイヤーがバランスを崩し足がつく、倒されることで勝敗を決する。
・互いの手を押すことでのみ攻撃が認められ、胴体を押すなどの行為は有効打とは認められな

い。
・トーナメント制
・11試合行う、組み合わせは抽選で決める
・試合は1組ずつ行う
　また両日雨天の場合1日目に腕立て、押し相撲を行い、２日目は空気椅子、腕相撲を行う
③空気椅子
・各クラス1人選出
・各クラスの代表者１名で一斉に空気椅子をはじめ、最終的に残った最後の1人が勝利となる。
・原則膝は90度、腕は前に突き出すものとし、審判の判断によって指摘が入る可能性がある。
④腕相撲
・５人制の団体戦形式で試合を行う。（3本先取）
・手の甲が台上につくことで勝敗を決する。
・肘を台上につけること。
・トーナメント制
・11試合行う、組み合わせは抽選で決める
・試合は1組ずつ行う

 センターグラウンド
 西グラウンド 

バレー
（第一体育館）

ハンド

（ ）

 センターグラウンド
 西グラウンド 

バレー
（第一体育館）

ハンド

（ ）

 センターグラウンド
 西グラウンド 

バレー
（第一体育館）

ハンド

（ ）

ドッジ
（硬式・軟式テニスコート）

バスケ
（第二体育館）

◯フットサル
◯ハンドボール
  1位 120
  2位 100
  3位 90
  4位 80
  5位 70
  6位 60
  7位タイ 50
  9位 40
10位 30
11位タイ 20

◯クラスリレー
◯障害物競走
  1位 150
  2位 120
  3位 110
  4位 100
  5位 90
  6位 80

◯選抜リレー

    1位 200
    2位 150
    3位 140
    4位 130
    5位 120
    6位 100

◯騎馬戦

  1位 200
  2位 150
  3位 140
  4位 130
  5位 120
  6位 110
  7位 100
  8位 90
  9位 80
10位 70
11位 60
12位 50

◯玉入れ
◯綱引き
  1位 150
  2位 120
  3位 110
  4位 100
  5位 90
  6位 80
  7位 70
  8位 60
  9位 50
10位 40
11位 30
12位 20◯バレー

◯バスケ
◯ドッジ
  1位 120
  2位 100
  3位 90
  4位 80
  5位タイ 60
  9位タイ 40

1 日 目 2 日 目



１日目晴れ 9:00-11:20 11:30-13:50 14:00-16:20 

１年 フットサル
（北グラウンド）

２年 
ドッジ

（硬式・軟式テニスコート）
バスケ

（第二体育館）

ドッジ
（硬式・軟式テニスコート）

バスケ
（第二体育館）

フットサル
（北グラウンド） 

フットサル
（北グラウンド） ３年 

晴れの場合
Day１　10.29（Tue）

9:00-11:10 11:15-11:55 12:00-12:50 12:55-13:10 

クラスリレー 障害物競走 綱引き 

13:15-13:35 13:40-14:40 14:45-15:00 

玉入れ 騎馬戦 選抜リレー 

部活対抗リレー 

Day２　10.30（Wed） 北グラウンド

１日目雨 9:00-11:20 11:30-13:50 14:00-16:20 

１年 バレー
（第一体育館）

番長決定戦
（講堂） 

ドッジ
（第二体育館）

２年 ドッジ
（第二体育館）

番長決定戦
（講堂） 

バレー
（第一体育館）

３年 バレー
（第一体育館）

番長決定戦
（講堂） 

ドッジ
（第二体育館）

１年 番長決定戦
（講堂） 

綱引き
障害物競走

（第二体育館） 

玉入れ
リレー

（第一体育館） 

２年 番長決定戦
（講堂） 

玉入れ
リレー

（第一体育館） 

綱引き
障害物競走

（第二体育館） 

３年 
玉入れ
リレー

（第一体育館） 
番長決定戦
（講堂） 

綱引き
障害物競走

（第二体育館） 

雨の場合

得点一覧はこちら

＜特別ルール＞

Day１　10.29（Tue）

２日目雨+雨 9:00-11:20 11:30-13:50 14:00-16:20 

Day２　10.30（Wed）

2024年度　タイムテーブル

競技ルール ・審判に対するプレイヤー、観客による暴言等の行為は固く禁ずる。そういった行為が見られた場合、退場処分などが課される。 
・本体育祭には教員の参加を2日間で最大５種目まで認め、教員が参加した場合１種目につき10ポイントの加点が入る。（最大50ポイント） 

※下線部は去年との変更点

各組主任は、２日間通じて最大5種目まで
出場可能である。
組主任が出場した場合、１種目につき
10pointsが加算される。（最大50points）

○フットサル
・登録人数：フィールド7人、キーパー１人（8人×2＋補欠２人＝18人登録）
・出場人数：8人
・サッカー部所属者は４人まで　前後半全員交代
・場所：北グラウンド
・試合時間は1試合５分ハーフと２分の休憩で計12分。ただし１位リーグの決勝と1位リーグの3

位決定戦は7分ハーフと２分の休憩で計16分。
・試合間のインターバルは5分。
・1グループ3チームで総当たりを行い、各グループの1位、2位、３位がそれぞれ他のグループの

同じ順位のクラスと試合を行う。
・3位決定戦は1位リーグのみ行う
・コートは北グラウンドを4分割したものを１コートとしゴールはハンドボールゴールを使用する。
・アップ用のボールは各クラス1個ずつ。
・決勝トーナメントでは時間内に試合が決まらなかった場合、PK戦を行う。PKは出場者内で順番

を決定し行う。また3人目で決まらなかった場合3人目以降サドンデスで行う。
・サッカー部が同時に試合を出られるのは2人まで。

〈ルール〉
・ボールが出ても時間を止めないランニングタイム制とする。
・タッチラインからボールが出た際はキックインとする。
・コーナーキック有り
・審判が明らかに故意に時間を使っていると判断した場合はハーフラインからの間接フリーキック

を与えるようにする。
・スパイクの使用は禁止する。

○ハンドボール
・登録人数：フィールドプレイヤー6人＋キーパー１人（7人×２＝14人） 
・出場人数：7人
・場所：中央・西グラウンド 
・トーナメント方式。 
・1試合6分ハーフ。1分休憩。 
・前後半でキーパー含むプレイヤーを全交代すること。 
・アップ用のボールは各クラス 2個ずつ。 
・引き分けの場合、7mスローを行う。両チーム3人ずつ、同点の場合はサドンデス（先に行った 

3人以外から行う）。 

《ルール》(基本は授業のルールに従う) 
・すべてのゴールを1点とする。 
・軽度のファールの場合、相手チームにフリースローが与えられ、重度のファール行為を行った場

合、フリースローに加え1分間の退場が課される。また審判の判断により、相手チームに7ｍス
ローが与えられる場合がある。

・ディフェンスは正面に入って止めること。
・チャージングあり。笛が鳴ったら速やかにボールを地面に置く。
・バスケットボールのようなドリブル原則可能とするが、審判の判断により指摘が入る場合があ

る。またその指摘に対する抗議はできない。

◯バレーボール
・登録人数：11人(6人+ベンチ3人補欠2人)
・出場人数：6人
　バレー部所属者の制限:出場者の６人のうち２人。
・場所第二体育館
・ラリーポイント制の20点先取、デュース無し。
・1セットマッチ(決勝のみ2セットマッチ)
・14分(決勝は19分)を超えたら試合を終了させる。
・3クラス1リーグとし、各リーグにて総当たりを行い、グループの中で一位となったクラス同士

で最後に準決勝、決勝を行う。

〈ルール〉
・ローテーションあり。
・3回以内のトス、アタックで相手コートにボールが帰らなかった場合、相手のポイントになる。
・サーブは1度ボールを上げたら必ず打たなければならない。
・サーブはコートの外から打ち、打つ前にコートに入ってはならない。入った場合は相手のポイン

トになる。
・タッチネットなし。
・センターラインを足が完全に超えてはいけない

○バスケットボール
・登録人数：11人(5人×2+補欠1人)
・出場人数：5人
・バスケ部所属者は登録者11人のうち2人まで
・場所：第二体育館
・試合時間1試合5分ハーフ、ハーフタイム1分。決勝戦のみ7分ハーフ、ハーフタイム1分。
・3クラスで1グループとしたグループトーナメント方式で行い、各リーグの1位のみがトーナメン

ト方式で決勝トーナメントを行う。
・引き分けの場合は全試合、順番を決めフリースローを行う。3人目までで決まらなかった場合、3

人目以降はサドンデスで行う。
・アップ用のボールは各クラス2球ずつ。
・前後半でメンバーは全員交代する。ただしこの時バスケ経験者が2人以上同時に試合に出てはいけ

ない。さらに決勝戦のみは1人だけ前後半両方出場してよい。

〈ルール〉
・トラベリング、ダブルドリブル禁止。
・フロントコートからバックコートへのバックパス禁止。
・シュート体制でファールを受けた場合は、オフェンス側に１点追加し、さらにオフェンス側の

チームボールで再開。
・バスケットカウントシュートの際にディフェンスからファールをされ、かつそのシュートが決ま

ることはプラスポイント。ディフェンス側のチームボールで再開。
・ディフェンス側の故意のファールによるオフェンス側への妨害は4回まで。5回目からはファール

のたび1点ずつ相手側のチームに与えられる。ファールを受けたチームボールで再開。退場は原則
なし。

◯ドッジボール
・登録人数：20人(15人+ベンチ5人)
・出場人数：15人
・場所：硬テコート
・2試合先取で勝利とし、試合時間は1試合5分。
・トーナメント方式。
・試合間のインターバルは2分。

〈ルール〉
・全員当てるか、相手より多く生き残れば勝ち。引き分けの場合はサドンデスになる。
・元外野は3人。外野が増えた場合は、元外野は復帰する権利がある。(元外野はビブスを着る)
・顔面にボールが当たるのはセーフである。しかし、頭を下げて避けるのは禁止であり、その際に

当たった場合はアウトである。
・3回までパスを回すことが可能。４回以上パスを回した場合、相手ボールになる。
・ボールは地面に着くまでプレー続行である。2人以上の選手にボールが当たってそのボールが地面

に着いた場合、最初に当たった人のみがアウトになる。(逆に、選手に当たったボールを他の選手
がノーバウンドでキャッチした場合、ボールに当たった選手はアウトにならない。)

・内野の選手はラインを超えて外野でプレーすることはできない。(超えた場合はアウト)
・内野同士・外野同士でパスをした場合、反則となり相手の内野ボールとなる。
・ボールを投げる際にラインを踏んだ場合、相手の内野ボールとなる。

○騎馬戦
・人数：4人で一騎とし、各組５騎のチーム20人で行う。
・時間：3分
・予選はA-F,G-Lのクラスずつの乱戦を行い、とった帽子の数が多いクラスから総順位の上位5チー

ムが決勝戦に進出。
・4位以下のクラスも、とった帽子の数で順位を決める。
・勝負が決まらなかった場合北グラウンドセンターサークルにて大将戦を行う。

〈ルール〉
・殴る、蹴る、相手騎手を意図的に落とすなどの行為は全面的に禁止とする。発見され次第、失

格、大幅減点、またはその両方を課す場合がある。
・騎手は相手の帽子を取ることでのみ、勝敗を決することとする。
・同点の場合は予選、決勝いずれも大将戦にて決着をつける。
・騎馬が崩れ騎手が落ちてしまった場合、その騎馬は脱落するものとし帽子は保持しておくこと。
・普通騎は10pts、大将騎は50ptsとする。
・とった帽子の数は試合終了時に保持していた帽子の数で決定する。

○クラスリレー
・人数：クラスリレーは人数を43人に合わせて行う、選抜リレーは2人選出。
・各学年A-F,G-Lの6クラスずつ走る。
・リードエリアは前後10mとする。
・基本的に1人半周の100mを走る。
・アンカーは１周の200mを走る。

〈リレー共通ルール〉
・バトンを渡す際に落としてしまった場合、渡す側が拾い、続行しなければならない。
・前の選手を抜かす場合は、原則外側からとする。
・ラインの内側に完全に足が入ったのが確認された場合、該当チームは失格とする。
・リードエリアはバトンを受け取った際にラインに足がかかった時点で失格とする。
・その他、明らかな妨害行為などは大幅な原点、失格の対象とすることがある。

○選抜リレー
・人数：２人選出
・各学年2人×３学年で1チームとする。

・1、2人目は半周の100m、３、4人目は1周の200m、5人目は1.5周の300m、6人目は2周の
400mを走る。

・A-F,G-Lの6クラスずつで行う。

リレー雨ver.
・ほふく前進、ハイハイ歩き、片足飛びを行う
・体育館を往復し、クラス全員で往復し終わった速さで順位を決定する。
・1-40番はハイハイ歩きで反対側のコーンまで行き、片足飛びで帰ってくる。また41番以降は

ほふく前進で往復する。

○障害物競走
・参加人数：5人
・うまい棒食い、ネットくぐり、ぐるぐるバット、ピンポン運び、借り物競争を行う。
・A-F,G-Lの6クラスずつでレースを行う。
・リレー形式ではなく、6人で1グループとし、1学年当たり5回×2=10回競争を行う。

○綱引き
・人数：1学年10人の合計30人で１チームとする。
・2試合先取
・試合時間60秒
・60秒経ってもデッドラインを切らない場合、スタートラインからより自陣側に引けていた方

を勝利とする。

〈ルール〉
・スタートラインより前後2ｍの位置をデッドラインとする。
・スタートの合図より先に綱を引いた場合、１度目は警告、2度目はチームの点数から減点、そ

れ以降は失格とする。
・終了の合図がなり次第、速やかに綱から手を離すこと。

○玉入れ
・人数：18人
・各学年6人×3学年で1チームとする。
・試合時間120秒
・玉はひとつのカゴにつき50個用意される。
・A組から順に３クラスずつ行い、ポイントは全クラス終了次第、カゴに入った個数で総合順位

を決めてだす。
・試合終了の合図がなり次第、投げるのをやめること。

○部活動対抗リレー
・人数：５人
・各部活を象徴する道具をバトンとして持って走る。（一部バトンの規制あり）
・運動部、文化部に分けて行う。

○番長決定戦
・各クラス1名代表者を選出
・腕立て、押し相撲の2競技それぞれの番長を決定する。
①腕立て
・各クラス1人選出
・12クラスの代表者がステージ上にて一斉に腕立て伏せを行い、
・脇は閉じ顎を床につけることで１回とカウントする。
②押し相撲
・５人制の団体戦形式で試合を行う。（3本先取）
・どちらかのプレイヤーがバランスを崩し足がつく、倒されることで勝敗を決する。
・互いの手を押すことでのみ攻撃が認められ、胴体を押すなどの行為は有効打とは認められな

い。
・トーナメント制
・11試合行う、組み合わせは抽選で決める
・試合は1組ずつ行う
　また両日雨天の場合1日目に腕立て、押し相撲を行い、２日目は空気椅子、腕相撲を行う
③空気椅子
・各クラス1人選出
・各クラスの代表者１名で一斉に空気椅子をはじめ、最終的に残った最後の1人が勝利となる。
・原則膝は90度、腕は前に突き出すものとし、審判の判断によって指摘が入る可能性がある。
④腕相撲
・５人制の団体戦形式で試合を行う。（3本先取）
・手の甲が台上につくことで勝敗を決する。
・肘を台上につけること。
・トーナメント制
・11試合行う、組み合わせは抽選で決める
・試合は1組ずつ行う

 センターグラウンド
 西グラウンド 

バレー
（第一体育館）

ハンド

（ ）

 センターグラウンド
 西グラウンド 

バレー
（第一体育館）

ハンド

（ ）

 センターグラウンド
 西グラウンド 

バレー
（第一体育館）

ハンド

（ ）

ドッジ
（硬式・軟式テニスコート）

バスケ
（第二体育館）

◯フットサル
◯ハンドボール
  1位 120
  2位 100
  3位 90
  4位 80
  5位 70
  6位 60
  7位タイ 50
  9位 40
10位 30
11位タイ 20

◯クラスリレー
◯障害物競走
  1位 150
  2位 120
  3位 110
  4位 100
  5位 90
  6位 80

◯選抜リレー

    1位 200
    2位 150
    3位 140
    4位 130
    5位 120
    6位 100

◯騎馬戦

  1位 200
  2位 150
  3位 140
  4位 130
  5位 120
  6位 110
  7位 100
  8位 90
  9位 80
10位 70
11位 60
12位 50

◯玉入れ
◯綱引き
  1位 150
  2位 120
  3位 110
  4位 100
  5位 90
  6位 80
  7位 70
  8位 60
  9位 50
10位 40
11位 30
12位 20◯バレー

◯バスケ
◯ドッジ
  1位 120
  2位 100
  3位 90
  4位 80
  5位タイ 60
  9位タイ 40

1 日 目 2 日 目


